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   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
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【ＦＩ】
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   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】令和2年6月11日(2020.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
【化１】

［式中、
Ｘは、ＣＨ又は窒素であり；
Ａは、６若しくは７員のシクロアルキル又は６若しくは７員の窒素含有ヘテロシクリルで
あるか、又は、Ａは、７～９員の炭素二環系であり、ここで１個の環炭素は任意に窒素に
より置き換えられていてもよく；
Ｒ１は：
　１）いずれかのＡ環炭素（この場合、Ｒ１は、フッ素、任意に置換されていてもよい（
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Ｃ１－Ｃ６）アルキル若しくは（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキル、－ＣＯＲ６、－ＣＯＯＲ
４、－ＣＯＮＲ４Ｒ５、－ＮＲ４ＣＯＯＲ６、－ＮＲ４ＣＯＲ５、－ＮＲ４Ｒ５、－ＮＲ
４ＣＯＮＲ４Ｒ５、－ＮＲ４ＣＳＮＲ４Ｒ５、又は－ＮＲ４ＳＯ２Ｒ６である）；
　又は
　２）存在すれば、Ａ環窒素（この場合、Ｒ１は、任意に置換されていてもよい（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル若しくは（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキル、－ＣＯＲ５、－ＣＯＯＲ６、－
ＣＯＮＲ４Ｒ５、－ＣＳＮＲ４Ｒ５、又は－ＳＯ２Ｒ６である）
　　｛ここで、
　　Ｒ４及びＲ５は独立して、水素であるか、又は、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－
Ｃ７）シクロアルキル、ヘテロシクリル、アリール、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、
ヘテロアリール及びヘテロアリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルから選択される任意に置換さ
れていてもよい基であり；又は
　　Ｒ４及びＲ５は、それらが結合している窒素原子と一緒になって、任意にＮ、Ｏ及び
Ｓから選択される追加のヘテロ原子を含有していてもよい、任意に置換されていてもよい
５若しくは６員のヘテロシクリル基を形成していてもよく；
　　Ｒ６は、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキル、ヘテロシクリル
、アリール、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘテロアリール及びヘテロアリール（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルから選択される任意に置換されていてもよい基である｝
のいずれかに結合しており；
ｎは、０、１又は２であり；
Ｒ２は、いずれかのＡ環原子に結合しており、フッ素、任意に置換されていてもよい（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキル、及びＮＲ４Ｒ５からなる群から
選択され；
　但し、
　Ｒ２がフッ素又はＮＲ４Ｒ５であるとき、Ｒ２は環炭素に結合しており；
　ｎが２であるとき、Ｒ２基は必ずしも同一ではない
　ことを条件とし；
Ｒ１及びＲ２基は、同一の環炭素に結合することができ；
Ｒ３は、水素、ハロゲン、シアノであるか、又は、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ポリフッ素
化された（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニ
ル、（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキル、ヘテロシクリル、アリール、ヘテロアリール、－Ｏ
Ｒ６、－ＳＲ６、－ＳＯ２Ｒ６、－ＮＲ４Ｒ５若しくは－ＣＯＮＲ４Ｒ５から選択される
任意に置換されていてもよい基であり（ここで、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６は上に定義した通り
である）；
　但し、
　Ｘが窒素であるとき、Ｒ３は水素又はＮＲ４Ｒ５と異なり（ここで、Ｒ４は任意に置換
されていてもよいアリールであり、Ｒ５は水素である）；及び
　Ｒ１及びＲ２は、ヒドロキシ及びヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル基と異なる１個以
上の基により置換されている
　ことを条件とする］
の化合物又はその薬学的に許容される塩。
【請求項２】
　Ｘが、ＣＨ又は窒素であり；
Ａが、６若しくは７員のシクロアルキル又は６若しくは７員の窒素含有ヘテロシクリルで
あるか、又は、Ａが、７～９員の炭素二環系であり、ここで１個の環炭素は任意に窒素に
より置き換えられていてもよく；
Ｒ１が：
　１）いずれかのＡ環炭素（この場合、Ｒ１は、フッ素、－ＣＯＯＲ４、－ＣＯＮＲ４Ｒ
５、－ＮＲ４ＣＯＯＲ６、－ＮＲ４ＣＯＲ５、－ＮＲ４Ｒ５、－ＮＲ４ＣＯＮＲ４Ｒ５、
－ＮＲ４ＣＳＮＲ４Ｒ５、又は－ＮＲ４ＳＯ２Ｒ６である）；
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　又は
　２）存在すればＡ環窒素（この場合、Ｒ１は、－ＣＯＲ５、－ＣＯＯＲ６、－ＣＯＮＲ
４Ｒ５、－ＣＳＮＲ４Ｒ５、又は－ＳＯ２Ｒ６である）
　　｛ここで、
　　Ｒ４及びＲ５は独立して、水素であるか、又は、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－
Ｃ７）シクロアルキル、ヘテロシクリル、アリール、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、
ヘテロアリール及びヘテロアリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルから選択される任意に置換さ
れていてもよい基であるか；又は
　　Ｒ４及びＲ５は、それらが結合している窒素原子と一緒になって、任意にＮ、Ｏ及び
Ｓから選択される１個の追加のヘテロ原子を含有していてもよい、任意に置換されていて
もよい５又は６員のヘテロシクリル基であってもよく；
　　Ｒ６は、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキル、ヘテロシクリル
、アリール、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘテロアリール及びヘテロアリール（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルから選択される任意に置換されていてもよい基である｝
のいずれかに結合しており；
ｎが、０、１又は２であり；
Ｒ２が、いずれかのＡ環原子に結合しており、フッ素、任意に置換されていてもよい（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル及びＮＲ４Ｒ５からなる群から選択され；
　但し、
　Ｒ２がフッ素又はＮＲ４Ｒ５であるとき、Ｒ２は環炭素に結合しており；
　ｎが２であるとき、Ｒ２基は必ずしも同一ではない
ことを条件とし；
Ｒ１及びＲ２基は同一の環炭素に結合することができ；
Ｒ３が、水素、ハロゲン、シアノであるか、又は、ポリフッ素化された（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、ヘテロシクリル、
アリール、ヘテロアリール、－ＯＲ６又は－ＣＯＮＲ４Ｒ５（ここで、Ｒ４、Ｒ５及びＲ
６は上に定義した通りである）から選択される任意に置換されていてもよい基であり；
　但し、Ｘが窒素であるとき、Ｒ３は水素とは異なることを条件とする
ことを特徴とする、請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物又はその薬学的に許容される塩。
【請求項３】
　Ｘが、ＣＨ又は窒素であり；
Ａが、６員のシクロアルキル又は６員の窒素含有ヘテロシクリルであり；
Ｒ１が：
　１）いずれかのＡ環炭素（この場合、Ｒ１は、－ＣＯＮＲ４Ｒ５、－ＮＲ４ＣＯＲ５、
－ＮＲ４ＣＯＮＲ４Ｒ５、－ＮＲ４ＣＳＮＲ４Ｒ５、又は－ＮＲ４ＳＯ２Ｒ６である）、
　又は
　２）Ａ環窒素（この場合、Ｒ１は－ＣＯＲ５、－ＣＯＮＲ４Ｒ５、－ＣＳＮＲ４Ｒ５又
は－ＳＯ２Ｒ６である）
　　｛ここで、
　　Ｒ４及びＲ５は、独立して水素であるか、又は、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、アリール
及びヘテロアリールから選択される任意に置換されていてもよい基であり；
　　Ｒ６は、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、アリール及びヘテロアリールから選択される任意
に置換されていてもよい基である｝
のいずれかに結合しており；
ｎが、０、１又は２であり；
Ｒ２が、任意に置換されていてもよい（Ｃ１－Ｃ６）アルキルであり；
　但し、
　ｎが２であるとき、Ｒ２基は必ずしも同一ではない
　ことを条件とし；
Ｒ１及びＲ２基は、同一の環炭素に結合することができ；
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Ｒ３が、ハロゲン、シアノであるか、又は、ポリフッ素化された（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、アリール、ヘテロアリール、－ＯＲ６及び－ＣＯＮＲ４Ｒ
５（ここで、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６は上に定義した通りである）から選択される任意に置換
されていてもよい基である
ことを特徴とする、請求項２に記載の式（Ｉ）の化合物又はその薬学的に許容される塩。
【請求項４】
　下記式（Ｉ）’：
【化２】

［式中、
Ｘは窒素であり；
Ａは６員のシクロアルキルであり、ここで、Ａはシス－１，４－二置換された立体配置を
有し；
Ｒ１は、－ＣＯＮＲ４Ｒ５、－ＮＲ４ＣＯＲ５、－ＮＲ４ＣＯＮＲ４Ｒ５であり；
　ここで、Ｒ４及びＲ５は独立して、水素であるか、又は、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ア
リール及びヘテロアリールから選択される任意に置換されていてもよい基であり；
ｎは０であり；
Ｒ３は、ハロゲン、シアノであるか、又は、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、アリール、ヘテ
ロアリール及び－ＯＲ６から選択される任意に置換されていてもよい基であり、ここで、
Ｒ６は任意に置換されていてもよい（Ｃ１－Ｃ６）アルキルである
ことを特徴とする。］
で表される、請求項３に記載の式(I)の化合物又はその薬学的に許容される塩。
【請求項５】
　シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（３－メトキ
シフェニル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ３）、
シス－４－［６－アミノ－２－（ピリジン－３－イル）－９Ｈ－プリン－９－イル］－Ｎ
－（３－メトキシフェニル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ４）、
シス－４－［６－アミノ－２－（ピリジン－４－イル）－９Ｈ－プリン－９－イル］－Ｎ
－（３－メトキシフェニル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ９）、
シス－４－［６－アミノ－２－（２－フルオロピリジン－４－イル）－９Ｈ－プリン－９
－イル］－Ｎ－（３－メトキシフェニル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１５）
、
シス－４－［６－アミノ－２－（４－ヒドロキシフェニル）－９Ｈ－プリン－９－イル］
－Ｎ－（３－メトキシフェニル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１７）、
シス－４－［６－アミノ－２－（３－ヒドロキシフェニル）－９Ｈ－プリン－９－イル］
－Ｎ－（３－メトキシフェニル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１８）、
シス－４－［６－アミノ－２－（６－フルオロピリジン－３－イル）－９Ｈ－プリン－９
－イル］－Ｎ－（３－メトキシフェニル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１９）
、
シス－４－［６－アミノ－２－（２－メトキシピリジン－４－イル）－９Ｈ－プリン－９
－イル］－Ｎ－（３－メトキシフェニル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ２１）
、
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３－（６－アミノ－９－｛シス－４－［（３－メトキシフェニル）カルバモイル］シクロ
へキシル｝－９Ｈ－プリン－２－イル）ベンズアミド（ｃｐｄ２６）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－｛４－［（トリ
フルオロメチル）スルホニル］フェニル｝シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ２７）
、
４－（６－アミノ－９－｛シス－４－［（３－メトキシフェニル）カルバモイル］シクロ
へキシル｝－９Ｈ－プリン－２－イル）－Ｎ－｛４－［（４－メチルピペラジン－１－イ
ル）メチル］フェニル｝ベンズアミド（ｃｐｄ２９）、
３－（６－アミノ－９－｛シス－４－［（３－メトキシフェニル）カルバモイル］シクロ
へキシル｝－９Ｈ－プリン－２－イル）－Ｎ－｛４－［（４－メチルピペラジン－１－イ
ル）メチル］フェニル｝ベンズアミド（ｃｐｄ３０）、
３－（６－アミノ－９－｛シス－４－［（３－メトキシフェニル）カルバモイル］シクロ
へキシル｝－９Ｈ－プリン－２－イル）－Ｎ－（４－｛［４－（ジメチルアミノ）ピペリ
ジン－１－イル］メチル｝フェニル）ベンズアミド（ｃｐｄ３１）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（３，４－ジメ
トキシフェニル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ３２）、
４－（６－アミノ－９－｛シス－４－［（３－メトキシフェニル）カルバモイル］シクロ
へキシル｝－９Ｈ－プリン－２－イル）－Ｎ－（４－｛［４－（ジメチルアミノ）ピペリ
ジン－１－イル］メチル｝フェニル）ベンズアミド（ｃｐｄ３３）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－｛４－［２－（
｛４－［（４－メチルピペラジン－１－イル）メチル］－３－（トリフルオロメチル）フ
ェニル｝アミノ）－２－オキソエチル］フェニル｝シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐ
ｄ３５）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－｛４－［２－（
｛４－［（４－メチルピペラジン－１－イル）メチル］フェニル｝アミノ）－２－オキソ
エチル］フェニル｝シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ３６）、
シス－４－［６－アミノ－２－（ピリジン－４－イル）－９Ｈ－プリン－９－イル］－Ｎ
－（３，４－ジメトキシフェニル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ３７）、
シス－４－（６－アミノ－２－ヨード－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（３－メトキシ
フェニル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ４１）、
シス－４－（６－アミノ－２－エチニル－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（３－メトキ
シフェニル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ４５）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（３－メチルフ
ェニル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ４８）、
シス－４－［６－アミノ－２－（ピリジン－４－イル）－９Ｈ－プリン－９－イル］－Ｎ
－（３－メチルフェニル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ５０）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）シクロヘキサンカルボ
キサミド（ｃｐｄ５３）、
シス－４－［６－アミノ－２－（３－ヒドロキシプロパ－１－イン－１－イル）－９Ｈ－
プリン－９－イル］－Ｎ－（３－メトキシフェニル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃ
ｐｄ６０）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－［５－（トリフ
ルオロメチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］シクロヘキサンカルボキサミ
ド（ｃｐｄ６４）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（４－メチル－
１，３－チアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ６５）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（１，３－ベン
ゾチアゾール－６－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ６９）、
シス－４－（６－アミノ－２－ヨード－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（４－メチル－
１，３－チアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ７０）、
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４－（｛［シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）シクロへキ
シル］カルボニル｝アミノ）－Ｎ－シクロへキシルベンズアミド（ｃｐｄ７１）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（１，３－チア
ゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ７２）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（５－メチル－
１，３－チアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ７３）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（４－フェニル
－１，３－チアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ７４）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（１，３－ベン
ゾチアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ７５）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（ピリジン－２
－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ７６）、
シス－４－（６－アミノ－２－エチニル－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（４－メチル
－１，３－チアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ７７）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（１Ｈ－イミダ
ゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ７９）、
シス－４－［６－アミノ－２－（ピリジン－４－イル）－９Ｈ－プリン－９－イル］－Ｎ
－（４－メチル－１，３－チアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐ
ｄ８１）、
シス－４－（６－アミノ－２－メトキシ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（３－メトキ
シフェニル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ８３）、
シス－４－（６－アミノ－２－メトキシ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（４－メチル
－１，３－チアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ８４）、
３－（６－アミノ－９－｛シス－４－［（４－メチル－１，３－チアゾール－２－イル）
カルバモイル］シクロへキシル｝－９Ｈ－プリン－２－イル）－Ｎ－（４－｛［４－（ジ
メチルアミノ）ピペリジン－１－イル］メチル｝フェニル）ベンズアミドビス－トリフル
オロアセテート（ｃｐｄ８５）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－｛４－［２－（
１，４’－ビピペラジン－１’－イル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－２
－イル｝シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ８６）、
シス－４－（６－アミノ－２－シクロプロピル－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（３－
メトキシフェニル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ８７）、
メチルシス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）シクロヘキサン
カルボキシレート（ｃｐｄ８８）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－［６－（メチル
スルホニル）－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル］シクロヘキサンカルボキサミド（
ｃｐｄ８９）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（６－クロロ－
１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ９０）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（４－メトキシ
－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ９１）
、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（６－メトキシ
－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ９２）
、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（５，６－ジメ
チル－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ９
３）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（５－クロロ－
１，３－ベンゾオキサゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ９４）
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、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（１－メチル－
１Ｈ－ベンズイミダゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ９５）、
３－（６－アミノ－９－｛シス－４－［（４－メチル－１，３－チアゾール－２－イル）
カルバモイル］シクロへキシル｝－９Ｈ－プリン－２－イル）ベンズアミド（ｃｐｄ９６
）、
３－（６－アミノ－９－｛トランス－４－［（４－メチル－１，３－チアゾール－２－イ
ル）カルバモイル］シクロへキシル｝－９Ｈ－プリン－２－イル）ベンズアミド（ｃｐｄ
９７）、
シス－４－｛６－アミノ－２－［（トリメチルシリル）エチニル］－９Ｈ－プリン－９－
イル｝－Ｎ－（４－メチル－１，３－チアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサ
ミド（ｃｐｄ９８）、
シス－４－｛６－アミノ－２－［３－（ベンジルオキシ）フェニル］－９Ｈ－プリン－９
－イル｝－Ｎ－（４－メチル－１，３－チアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキ
サミド（ｃｐｄ１００）、
シス－４－（６－アミノ－２－シアノ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（４－メチル－
１，３－チアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１０２）、
シス－４－［６－アミノ－２－（３－ヒドロキシフェニル）－９Ｈ－プリン－９－イル］
－Ｎ－（４－メチル－１，３－チアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（
ｃｐｄ１０３）、
シス－４－［６－アミノ－２－（１Ｈ－ピラゾール－３－イル）－９Ｈ－プリン－９－イ
ル］－Ｎ－（３－メトキシフェニル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１０７）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（５－メチル－
１，３，４－チアジアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１０８
）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（１，５－ジメ
チル－１Ｈ－ピラゾール－３－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１０９）、
シス－４－［６－アミノ－２－（１Ｈ－ピラゾール－３－イル）－９Ｈ－プリン－９－イ
ル］－Ｎ－（４－メチル－１，３－チアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミ
ド（ｃｐｄ１１２）、
トランス－４－［６－アミノ－２－（１Ｈ－ピラゾール－３－イル）－９Ｈ－プリン－９
－イル］－Ｎ－（４－メチル－１，３－チアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキ
サミド（ｃｐｄ１１３）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（５－クロロ－
１，３－チアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１１４）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－［４－（トリフ
ルオロメチル）－１，３－チアゾール－２－イル］シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐ
ｄ１１５）、
シス－４－（６－アミノ－２－ヨード－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（４－メトキシ
－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１１６
）、
シス－４－（６－アミノ－２－エチニル－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（４－メトキ
シ－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１１
９）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－｛４－［（４－
アミノピペリジン－１－イル）メチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝シクロヘキサ
ンカルボキサミド（ｃｐｄ１２０）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（４－ヒドロキ
シ－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１２
２）、
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シス－４－（６－アミノ－２－フルオロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（４－メチル
－１，３－チアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１２４）、
シス－４－（６－アミノ－２－フルオロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（４－メトキ
シ－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１２
６）、
シス－４－（６－アミノ－２－フルオロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（４－ヒドロ
キシ－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１
２７）、
シス－４－（６－アミノ－２－フルオロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（６－フルオ
ロ－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１２
８）、
シス－４－［６－アミノ－２－（トリフルオロメチル）－９Ｈ－プリン－９－イル］－Ｎ
－（４－メチル－１，３－チアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐ
ｄ１２９）、
シス－４－［６－アミノ－２－（トリフルオロメチル）－９Ｈ－プリン－９－イル］－Ｎ
－（６－フルオロ－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミ
ド（ｃｐｄ１３２）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（６－フルオロ
－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１３４
）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－［４－（２－ア
ミノ－２－オキソエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］シクロヘキサンカルボキサ
ミド（ｃｐｄ１３５）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（６－ヒドロキ
シ－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１３
７）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（［１，３］チ
アゾロ［５，４－ｃ］ピリジン－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１３
８）、
Ｎ－［シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）シクロへキシル
］－４－メチル－１，３－チアゾール－２－カルボキサミド（ｃｐｄ１３９）、
Ｎ－［シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）シクロへキシル
］－１，３－ベンゾチアゾール－２－カルボキサミド（ｃｐｄ１４０）、
Ｎ－［シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）シクロへキシル
］－３－メトキシベンゼンスルホンアミド（ｃｐｄ１４１）、
Ｎ－［シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）シクロへキシル
］－３－メトキシベンズアミド（ｃｐｄ１４４）、
６－アミノ－９－｛シス－４－［（４－メチル－１，３－チアゾール－２－イル）カルバ
モイル］シクロへキシル｝－９Ｈ－プリン－２－カルボキサミド（ｃｐｄ１４６）、
２－アミノ－１，３－ベンゾチアゾール－６－イルシス－４－（６－アミノ－２－クロロ
－９Ｈ－プリン－９－イル）シクロヘキサンカルボキシレート（ｃｐｄ１５９）、
２－アミノ－１，３－ベンゾチアゾール－４－イルシス－４－（６－アミノ－２－フルオ
ロ－９Ｈ－プリン－９－イル）シクロヘキサンカルボキシレート（ｃｐｄ１６０）、
２－（｛［シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）シクロへキ
シル］カルボニル｝アミノ）－１，３－ベンゾチアゾール－６－カルボキサミド（ｃｐｄ
１６３）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－［４－（２－ア
ミノ－２－オキソエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］－Ｎ－メチルシクロヘキサ
ンカルボキサミド（ｃｐｄ１６４）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－［６－（ジメチ
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ルアミノ）－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル］シクロヘキサンカルボキサミド（ｃ
ｐｄ１６５）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－［５－（２－ア
ミノ－２－オキソエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］シクロヘキサンカルボキサ
ミド（ｃｐｄ１６６）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（４，６－ジフ
ルオロ－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ
１６７）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（５，６－ジフ
ルオロ－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ
１６８）、
ｔｅｒｔ－ブチル２－（｛［シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－
イル）シクロへキシル］カルボニル｝アミノ）－６，７－ジヒドロ［１，３］チアゾロ［
５，４－ｃ］ピリジン－５（４Ｈ）－カルボキシレート（ｃｐｄ１６９）、
シス－４－（６－アミノ－２－メトキシ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（６－フルオ
ロ－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１７
０）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（５，６，７－
トリフルオロ－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（
ｃｐｄ１７１）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（４，５，６，
７－テトラヒドロ［１，３］チアゾロ［５，４－ｃ］ピリジン－２－イル）シクロヘキサ
ンカルボキサミド塩酸塩（ｃｐｄ１７２）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（５－メチル－
４，５，６，７－テトラヒドロ［１，３］チアゾロ［５，４－ｃ］ピリジン－２－イル）
シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１７３）、
メチル［２－（｛［シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）シ
クロへキシル］カルボニル｝アミノ）－１，３－ベンゾチアゾール－６－イル］アセテー
ト（ｃｐｄ１７４）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（６－ブロモ－
１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１７５）
、
［２－（｛［シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）シクロへ
キシル］カルボニル｝アミノ）－１，３－ベンゾチアゾール－６－イル］酢酸（ｃｐｄ１
７６）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－［６－（２－ア
ミノ－２－オキソエチル）－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル］シクロヘキサンカル
ボキサミド（ｃｐｄ１７７）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（４，４，６，
６－テトラメチル－４，５，６，７－テトラヒドロ［１，３］チアゾロ［５，４－ｃ］ピ
リジン－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１７８）、
シス－４－（６－アミノ－２－フルオロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（５－メチル
－４，５，６，７－テトラヒドロ［１，３］チアゾロ［５，４－ｃ］ピリジン－２－イル
）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１７９）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－［６－（ジフル
オロメトキシ）－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル］シクロヘキサンカルボキサミド
（ｃｐｄ１８０）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－［６－（トリフ
ルオロメトキシ）－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル］シクロヘキサンカルボキサミ
ド（ｃｐｄ１８１）、
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シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－［５－（プロパ
ン－２－イル）－４，５，６，７－テトラヒドロ［１，３］チアゾロ［５，４－ｃ］ピリ
ジン－２－イル］シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１８２）、
シス－Ｎ－［６－（アセチルアミノ）－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル］－４－（
６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃ
ｐｄ１８３）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（５－シクロプ
ロピル－４，５，６，７－テトラヒドロ［１，３］チアゾロ［５，４－ｃ］ピリジン－２
－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１８４）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（６，７－ジヒ
ドロ－４Ｈ－ピラノ［４，３－ｄ］［１，３］チアゾール－２－イル）シクロヘキサンカ
ルボキサミド（ｃｐｄ１８５）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（［１，３］ジ
オキソロ［４，５－ｆ］［１，３］ベンゾチアゾール－６－イル）シクロヘキサンカルボ
キサミド（ｃｐｄ１８６）、
ｔｅｒｔ－ブチル（５Ｓ，８Ｒ）－２－（｛［シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９
Ｈ－プリン－９－イル）シクロへキシル］カルボニル｝アミノ）－５，６，７，８－テト
ラヒドロ－４Ｈ－５，８－エピミノシクロヘプタ［ｄ］［１，３］チアゾール－９－カル
ボキシレート（ｃｐｄ１８７）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（６，６－ジフ
ルオロ－４，５，６，７－テトラヒドロ－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シクロ
ヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１８８）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－［（５Ｓ，８Ｒ
）－５，６，７，８－テトラヒドロ－４Ｈ－５，８－エピミノシクロヘプタ［ｄ］［１，
３］チアゾール－２－イル］シクロヘキサンカルボキサミド塩酸塩（ｃｐｄ１８９）、
シス－４－（６－アミノ－２－フルオロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（４，４，６
，６－テトラメチル－４，５，６，７－テトラヒドロ［１，３］チアゾロ［５，４－ｃ］
ピリジン－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１９０）、
シス－４－（６－アミノ－２－フルオロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（６，６－ジ
フルオロ－４，５，６，７－テトラヒドロ－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シク
ロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１９１）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（５，５－ジオ
キシド－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－チオピラノ［４，３－ｄ］［１，３］チアゾール－２
－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１９４）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（６，６－ジメ
チル－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－ピラノ［４，３－ｄ］［１，３］チアゾール－２－イル
）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１９５）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－［５－（２－ア
ミノ－２－オキソエチル）－４，５，６，７－テトラヒドロ［１，３］チアゾロ［５，４
－ｃ］ピリジン－２－イル］シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１９６）、
１－［シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）シクロへキシル
］－３－（３－メトキシフェニル）尿素（ｃｐｄ１１９７）、
シス－４－（６－アミノ－２－ヨード－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（５－メチル－
４，５，６，７－テトラヒドロ［１，３］チアゾロ［５，４－ｃ］ピリジン－２－イル）
シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１９８）、
シス－４－｛６－アミノ－２－［（トリメチルシリル）エチニル］－９Ｈ－プリン－９－
イル｝－Ｎ－（５－メチル－４，５，６，７－テトラヒドロ［１，３］チアゾロ［５，４
－ｃ］ピリジン－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ１９９）、
シス－４－（６－アミノ－２－フルオロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（６，７－ジ
ヒドロ－４Ｈ－ピラノ［４，３－ｄ］［１，３］チアゾール－２－イル）シクロヘキサン
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カルボキサミド（ｃｐｄ２００）、
シス－４－（６－アミノ－２－エチニル－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（５－メチル
－４，５，６，７－テトラヒドロ［１，３］チアゾロ［５，４－ｃ］ピリジン－２－イル
）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ２０１）、
シス－４－（４－アミノ－１Ｈ－イミダゾ［４，５－ｃ］ピリジン－１－イル）－Ｎ－（
４－メチル－１，３－チアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミド（ｃｐｄ２
０４）、
シス－４－（６－アミノ－２－クロロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（４，５，６，
７－テトラヒドロ－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサミ
ド（ｃｐｄ２０５）、
シス－４－（６－アミノ－２－フルオロ－９Ｈ－プリン－９－イル）－Ｎ－（４，５，６
，７－テトラヒドロ－１，３－ベンゾチアゾール－２－イル）シクロヘキサンカルボキサ
ミド（ｃｐｄ２０６）
からなる群から選択される、請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物（ｃｐｄ）又はその薬学
的に許容される塩。
【請求項６】
　以下の一連のステップのいずれか１つを含む、請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物又は
その薬学的に許容される塩の製造方法であって：
シーケンスＡ：
　ステップａ）　式（ＶＩ）：
【化３】

（式中、Ｘ及びＲ３は請求項１に定義されている通りである）
の中間体化合物を、式（Ｖ）：

【化４】

（式中、Ａ、Ｒ１、Ｒ２及びｎは請求項１に定義されている通りであり、Ｊは、臭素、ヨ
ウ素、ヒドロキシ、メタンスルホニル（－ＯＭｓ）及びｐ－トルエンスルホニル（－ＯＴ
ｓ）からなる群から選択される）
の中間体化合物によりアルキル化するステップ；
　ステップｂ）　得られた式（ＩＩＩ）
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【化５】

（式中、Ｘ、Ａ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びｎは、請求項１に定義されている通りである）
の中間体化合物の塩素を、保護された窒素源化合物：ＮＨ（ＰＧ）２　（ＩＶ）
（ここで、ＰＧは独立して、水素又は保護基－ＣＯＯＲ７（ここで、Ｒ７は、例えばメチ
ル、エチル若しくはｔｅｒｔ－ブチルのような（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、又は例えばベン
ジルのようなアリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルである）であり、但し、かかるＰＧは同時
に水素ではないことを条件とする）
により置換するステップ；及び
　ステップｃ）　得られた式（ＩＩ）
【化６】

（式中、Ｘ、Ａ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、ＰＧ及びｎは、上に定義されている通りである）
の中間体化合物の保護基ＰＧを除去して、請求項１に記載の一般式（Ｉ）の化合物を得る
ステップ；
又は
ステップｄ）　ステップａ）で得られた式（ＩＩＩ）の中間体化合物の塩素を、アンモニ
ア溶液のような窒素源により置換して、請求項１に記載の一般式（Ｉ）の化合物を得るス
テップ；
 
或いは、
シーケンスＢ
　ステップｂ’）　ステップａ）に定義されている式（ＶＩ）：
【化７】

の中間体化合物の塩素を、ステップｂ）に記載されている保護された窒素源化合物：ＮＨ
（ＰＧ）２　（ＩＶ）　により置換して、式（ＶＩＩＩ）：
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【化８】

（式中、Ｘ、Ｒ３及びＰＧは、上に定義されている通りである）
の中間体化合物を得るステップ；
　又は
　ステップｄ’）　上に定義されている式（ＶＩ）の中間体化合物の塩素を、ステップｄ
）に記載されているアンモニア溶液のような窒素源により置換するステップ；及び
　ステップｅ）　得られた式（ＶＩＩ）

【化９】

（式中、Ｘ及びＲ３は、請求項１に定義されている通りである）
の中間体化合物のＮＨ２基を、式（ＰＧ）２Ｏ又はＰＧＣｌの試薬により保護して、ステ
ップｂ’）に定義されている式（ＶＩＩＩ）の中間体化合物を得るステップ；
　次いで
　ステップａ’）　ステップｂ’）又はステップｅ）のいずれかで得られた式（ＶＩＩＩ
）の保護された中間体化合物を、ステップａ）に定義されている式（Ｖ）の中間体化合物
により、そこに記載されている条件でアルキル化するステップ；
　ステップｃ）　得られた、シーケンスＡのステップｃ）に定義されている式（ＩＩ）の
中間体化合物の保護基ＰＧを除去して、請求項１に記載の一般式（Ｉ）の化合物を得るス
テップ；
 
或いは
シーケンスＣ
　ステップｄ’）　シーケンスＢに記載の式（ＶＩ）の中間体化合物の塩素を置換するス
テップ；
　ステップａ’’）　得られたシーケンスＢに定義されている式（ＶＩＩ）の中間体化合
物を、ステップａ）に定義されている式（Ｖ）の中間体により、そこに記載されている条
件にしたがってアルキル化するステップ；
 
任意に、式（Ｉ）の第１の化合物を式（Ｉ）の第２の化合物に変換し、所望であれば、式
（Ｉ）の化合物をその薬学的に許容される塩に変換するか又は塩を遊離の化合物（Ｉ）に
変換するステップ
を含む、前記製造方法。
【請求項７】
　治療上有効量の、請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物又はその薬学的に許容される塩、
及び少なくとも１種の薬学的に許容される賦形剤、担体又は希釈剤を含む医薬組成物。
【請求項８】
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　さらに１種以上の化学療法剤を含む、請求項７に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　抗がん治療において、同時に、別個に、又は逐次使用するための組合せ製剤としての、
請求項８に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　医薬として使用するための、請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物又はその薬学的に許容
される塩。
【請求項１１】
　変化したコリン代謝により引き起こされる、及び／又は、変化したコリン代謝に関連す
る病気を患っている哺乳動物を治療するための、請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物又は
その薬学的に許容される塩を含む、医薬組成物。
【請求項１２】
　哺乳動物がヒトである、請求項１１に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　病気が、がん、細胞増殖性疾患、感染症、免疫関連疾患及び神経変性疾患からなる群か
ら選択される、請求項１２に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　病気ががんである、請求項１３に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　がんが、
　膀胱、乳房、結腸、腎臓、肝臓、小細胞肺がんを含む肺、食道、胆嚢、卵巣、膵臓、胃
、頸部、甲状腺、前立腺、及び扁平上皮癌を含む皮膚のような癌腫；
　白血病、急性リンパ性白血病、急性リンパ芽球性白血病、Ｂ－細胞リンパ腫、Ｔ－細胞
リンパ腫、ホジキンリンパ腫、非ホジキンリンパ腫、毛様細胞リンパ腫及びバーキットリ
ンパ腫を含むリンパ系の造血器腫瘍；
　急性及び慢性の骨髄性白血病、骨髄異形成症候群並びに前骨髄球性白血病を含む骨髄細
胞系列の造血器腫瘍；
　繊維肉腫及び横紋筋肉腫を含む間葉起源の腫瘍；
　星状細胞腫、神経芽細胞腫、神経膠腫及び神経鞘腫を含む中枢及び末梢神経系の腫瘍；
並びに
　黒色腫、精上皮腫、奇形癌腫、骨肉腫、色素性乾皮症、ケラトキサントーマ、甲状腺乳
頭癌及び甲状腺髄様癌のような甲状腺がん、及びカポジ肉腫を含む他の腫瘍
からなる群から選択される、請求項１４に記載の医薬組成物。
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